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が
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が
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が
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な
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も
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。豊
か
な
自
然
、フ
ル
ー
ツ
、ワ
イ
ン
、

水
…
。そ
し
て
自
分
だ
け
で
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に

も
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を
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て
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げ
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い
と
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が
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と
み
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な
に
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ば
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り
で
す
。
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モ
や
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ウ
を
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ろ
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方
に
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る
と
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な
す
ご
く
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な
声
で
連
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を
く
れ
る
。そ
の
声
か
ら
、今
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だ
な
っ

て
分
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る
ん
で
す
。そ
れ
が
う
れ
し
く
て
私

も
ま
た
元
気
に
な
る
。山
梨
の
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力
を
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し
て
、で
き
る
だ
け
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く
の
人
に
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を
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梨
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は
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に
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も
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り
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ら
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水
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あ
っ
て
も
い
い
か
な
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。水
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は
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が
無
け
れ
ば
で
き
な
い
ス

ポ
ー
ツ
な
の
で
、水
に
感
謝
し
な
が
ら
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梨
の
水
の
豊
か
さ
と
大
切
さ
を
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え
て
い

く
活
動
を
し
て
い
け
た
ら
と
思
い
ま
す
。

三
澤
　
今
は
世
界
で
ワ
イ
ン
を
造
っ
て
い
な

い
地
域
の
方
が
珍
し
い
時
代
で
す
が
、山
梨

の
醸
造
家
に
は「
山
梨
だ
か
ら
こ
そ
出
せ
る

味
を
ワ
イ
ン
に
詰
め
た
い
」と
い
う
思
い
の

方
が
と
て
も
多
い
と
感
じ
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す
。世
界
に

「
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に
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州
ワ
イ
ン
あ
り
」と
言
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る

山
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ら
し
い
ワ
イ
ン
を
造
る
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と
が
、私
に

と
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て
も
大
き
な
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題
で
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。去
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よ
り
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い
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、来
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は
今
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よ
り
も
、も
っ
と
良

い
ワ
イ
ン
を
造
っ
て
山
梨
の
ワ
イ
ン
の
素
晴

ら
し
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を
広
め
た
い
で
す
ね
。

小
野
　
最
近
は
頑
張
り
過
ぎ
て
い
る
女
性

が
、と
て
も
多
い
と
思
う
ん
で
す
よ
ね
。で

す
か
ら
自
然
と
の
触
れ
合
い
に
よ
っ
て
、心
の

緊
張
を
ほ
ぐ
し
て
い
く
方
法
を
う
ま
く
伝

え
て
い
け
た
ら
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。私
は

服
装
や
気
持
ち
を
構
え
ず
に
森
へ
入
る
よ

う
に
し
て
い
ま
す
。そ
う
い
う
姿
を
通
し
て

「
そ
ん
な
に
気
軽
で
い
い
ん
な
ら
私
も
で
き

そ
う
だ
な
」と
思
っ
て
も
ら
い
た
い
。そ
ん
な

穏
や
か
な
気
持
ち
に
な
れ
る
場
所
・
山
梨

を
発
信
し
て
い
き
た
い
で
す
。　

三澤彩奈さん　ワイン醸造家
甲州市生まれ。フランスで栽培醸造上級技術者の資
格を取得後、世界各地で修業を重ねる。初めて手掛け
た「グレイスメルロ2006」が、アジア最大の国際コン
クール「ジャパン・ワイン・チャレンジ」で最優秀国産ワイ
ン賞を受賞。世界的な活躍が期待される若手醸造家。
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泉
な
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の
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な
恵
み
は
、見
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目
だ
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な
く
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側
か
ら
も
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を
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し
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す
る
不
思
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な
力
を
持
っ
て
い
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す
。
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３
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東京都出身。大学在学中から心の健康と森の癒や
し効果の研究を始める。卒業後さまざまな労働者の
心の問題に触れ、地域と企業を結ぶコンサルティン
グ活動を行う。現在は（株）グリーンドックに所属。「保
健農園ホテル フフ山梨」を中心に全国で活動中。

笑顔の理由（わけ）は山梨でした「ハギトモ物語」掲載中
豊かな土地がもたらす恵みに触れることで幸せな気分にな
り、どんな時でも笑顔になれる。そんな山梨の地域資源を心
温まるトーンで紹介。ぜひご覧ください。

　
芳
醇
な
ワ
イ
ン
、み
ず
み
ず
し
い
フ

ル
ー
ツ
、富
士
山
の
見
え
る
温
泉
な

ど
、山
梨
の
魅
力
を
首
都
圏
の
女
性

に
発
信
す
る
、県
の「
や
ま
な
し
ブ
ラ

ン
ド
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」。

山
梨
の
豊
か
な
恵
み
は
、見
た
目
だ

け
で
な
く
、内
側
か
ら
も
女
性
を
美

し
く
す
る
不
思
議
な
力
を
持
っ
て
い

ま
す
。

　
今
回
、や
ま
な
し
ブ
ラ
ン
ド
を
そ

れ
ぞ
れ
の
立
場
で
伝
え
る
３
人
の
女

性
が
、県
内
外
に
発
信
し
た
い
山
梨

の
魅
力
を
語
り
ま
す
。

美
し
さ
の
秘
訣
は

穏
や
か
な
心
に
あ
り

山
梨
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
に

向
け
て
で
き
る
こ
と

検索やまなしブランドイメージ
【問い合わせ先】 観光企画･ブランド推進課 
TEL 055-223-8876　FAX055-223-1574

「女性を美しくする山梨県」公式ホームページ
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